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1 WebLogic Tuxedo Connector ク
イック  スタート

注意 : WebLogic Server リ リース  7.0 で WebLogic Tuxedo Connector をコンフ ィ

グレーシ ョ ンする方法の詳細については、 『WebLogic Tuxedo Connector 
管理ガイ ド』 を参照して ください。

以下の各節では、 WebLogic Server リ リース  7.0 と  Tuxedo リ リース  6.5 およびそ

れ以降が相互運用できるよ うに WebLogic Tuxedo Connector をコンフ ィグレー

シ ョ ンする方法について説明します。

� WebLogic Tuxedo Connector のコンフ ィグレーシ ョ ン

� Tuxedo のコンフ ィグレーシ ョ ン

� サンプルの実行

WebLogic Tuxedo Connector のコンフ ィ
グレーション

注意 : この節では、 Windows プラ ッ ト フォームでの WebLogic Tuxedo 
Connector のコンフ ィグレーシ ョ ン方法について手短に説明します。

UNIX ユーザの場合には、 「\」 を 「/」 に、 あるいは 「.cmd」 を 「.sh」 に
置き換えるなど、 読み替えを適切に行えば、 説明はそのまま当てはま り

ます。

こ こで取り上げる例は、Tuxedo simpapp アプリ ケーシ ョ ンを  Tuxedo ド メ インに
またがって動作するよ うに拡張したものです。 これによって、 TOUPPER サービ

スのク ラ イアン トは Tuxedo と  WebLogic Server examplesServer のどちらでで
も動作できるよ うにな り ます。 このサンプルでは、 以下のサービスが提供されま

す。
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1 WebLogic Tuxedo Connector クイ ック  スタート
� TOUPPER: 文字列を大文字に変換する  Tuxedo サービス。 WebLogic Server ク
ラ イアン トは TOUPPER EJB を呼び出し、 Tuxedo TOUPPER サービスに接続し
ます。 

� Tolower: WebLogic Server 内の EJB によって実装されるサービス。 Tolower 
サービスのク ラ イアン トは Tuxedo 上で動作します。

以下の各節では、Administration Console を使って WebLogic Tuxedo Connector を
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法について説明します。

� TraceLevel の設定

� simpapp サンプルのビルド

� WTCServer MBean の作成

� ローカル Tuxedo ド メ インの作成

� リモー ト  Tuxedo ド メ インの作成

� エクスポート されたサービスの作成

� インポー ト されたサービスの作成

� WTCServer MBean のデプロイ メ ン ト

� WebLogic Server ユーザと しての TDOM1 の登録

TraceLevel の設定

注意 : TraceLevel の詳細については、 「WebLogic Tuxedo Connector のモニタ」
を参照して ください。

TraceLevel は WebLogic Server プロパティです。 以下の例のよ うに、
SAMPLES_HOME\server\config\examples\startExamplesServer.cmd ファ イ
ル内の JAVA_OPTIONS 変数を更新します。 

JAVA_OPTIONS=-Dweblogic.wtc.TraceLevel=100000

こ こで、 100,000 は WebLogic Tuxedo Connector の最大追跡レベルを指定し
ています。 
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WebLogic Tuxedo Connector のコンフ ィグレーシ ョ ン
simpapp サンプルのビルド

以下の手順に従って、 simpapp サンプルをビルド します。

1. WebLogic examplesServer を起動します。

2. 新しいシェル ウ ィ ンド ウを開き、
SAMPLES_HOME\server\src\examples\wtc\atmi\simpapp ディ レク ト リに
移動します。 

3. SAMPLES_HOME\server\config\examples\setExamplesEnv.cmd ファ イル
を使って、 環境変数を設定します。

4. ant を使って、 wtc_toupper.jar ファ イルを作成します。 それには、 「ant」

とい う コマンドを入力します。

5. SAMPLES_HOME\server\src\examples\wtc\atmi\simpserv ディ レ ク ト リ
に移動します。 

6. wtc_tolower.jar ファ イルを作成します。 それには、 「ant」 とい う コマン
ドを入力します。

7. [デプロイ メ ン ト｜ EJB] をク リ ッ ク し、 wtc_tolower.jar と  
wtc_toupper.jar がデプロイ されている こ と を確かめます。 

WTCServer MBean の作成

以下の手順に従い、WebLogic Server Console を使って  WTCServer MBean を作成
しコンフ ィグレーシ ョ ンします。

1. [ サービス ] ノードをク リ ッ ク します。

2. [WebLogic Tuxedo Connector ] ノードを右ク リ ッ ク します。

3. [新しい WTCServer のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。

4. [名前 ] フ ィールドに WTCServer の名前を入力します。 たとえば、
「mySimpapp」 など と入力します。 

5. [作成 ] をク リ ッ ク します。 
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ローカル Tuxedo ド メインの作成

注意 : ローカル Tuxedo ド メ インのネッ ト ワーク  アド レスをコンフ ィ グレー
シ ョ ンする場合、 使用するポート番号は、 他のプロセスに割り当てられ

たポート番号とは異なる必要があ り ます。 たとえば、 WebLogic Server の
リ スン ポートが //mymachine:7001 に割り当てられている場合、 ネッ ト
ワーク  アドレスを  //mymachine:7001 に設定する と無効にな り ます。

以下の手順に従って、 ローカル Tuxedo ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンしま
す。

1. [ ローカル WLS ド メ イン ] を右ク リ ッ ク します。 

2. [新しい Local WLS Domain のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。

3. [一般 ] タブで、 以下のフ ィールドに値を入力します。

[ アクセス  ポイン ト ]: TDOM2

[ アクセス  ポイン ト  ID]: TDOM2

[ ネッ ト ワーク  アドレス ]: <ローカル Tuxedo ドメインのネットワーク アド
レスおよびポート > 例 : //123.123.123.123:5678

4. [作成 ] をク リ ッ ク します。

5. Tuxedo 6.5 ド メ インに接続する場合には、 以下のよ うにします。

a. [接続 ] タブをク リ ッ ク します。

b. [相互運用 ] フ ィールドを  [Yes] に設定します。 

c. [適用 ] をク リ ッ ク します。

リモート  Tuxedo ド メインの作成

以下の手順に従って、 リモー ト  Tuxedo ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンしま
す。

1. [ リモー ト  Tuxedo ド メ イン ] を右ク リ ッ ク します。 

2. [新しい Remote Tuxedo Domain のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。
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WebLogic Tuxedo Connector のコンフ ィグレーシ ョ ン
3. [ 一般 ] タブで、 以下のフ ィールドに値を入力します。

[ アクセス  ポイン ト ]: TDOM1

[ アクセス  ポイン ト  ID]: TDOM1

[ ローカル アクセス ポイン ト ]: TDOM2

[ リ スン アドレス ]: <リモート Tuxedo ドメインのネットワーク アドレスお
よびポート > 例 : //123.123.123.123:1234

4. [ 作成 ] をク リ ッ ク します。

エクスポート されたサービスの作成

以下の手順に従って、 エクスポー ト されたサービスをコンフ ィグレーシ ョ ンしま

す。

1. [ エクスポート されたサービス ] を右ク リ ッ ク します。 

2. [ 新しい Exported Service のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。

3. [ 一般 ] タブで、 以下のフ ィールドに値を入力します。

[ リ ソース名 ]: TOLOWER

[ ローカル アクセス ポイン ト ]: TDOM2

[EJB 名 ]: tuxedo.services.TOLOWERHome

4. [ 作成 ] をク リ ッ ク します。

インポート されたサービスの作成

以下の手順に従って、 インポート されたサービスをコンフ ィグレーシ ョ ンしま

す。

1. [ インポー ト されたサービス ] を右ク リ ッ ク します。 

2. [ 新しい Imported Service のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。

3. [ 一般 ] タブで、 以下のフ ィールドに値を入力します。
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[ リ ソース名 ]: TOUPPER

[ ローカル アクセス  ポイン ト ]: TDOM2

[ リモー ト  アクセス  ポイン ト  リ ス ト ]: TDOM1

4. [ 作成 ] をク リ ッ ク します。

WTCServer MBean のデプロイメン ト

以下の手順に従って、 WTCServer Mbean を  examplesServer にデプロイ します。

1. mySimpapp をク リ ッ ク します。 

2. [ 対象 ] をク リ ッ ク します。

3. examplesServer を選択します。

4. 右矢印ボタンをク リ ッ ク します。

5. [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

WebLogic Server ユーザとしての TDOM1 の登録

以下の手順に従って、 TDOM1 を  WebLogic Server ユーザと して登録します。

1. [ セキュ リテ ィ ] ノードをク リ ッ ク します。

2. [ レルム ] を  ク リ ッ ク します。

3. デフォル ト  セキュ リ テ ィ  レルムを選択します。

4. [ ユーザ ] をク リ ッ ク します。

5. [新しいユーザのコンフ ィ グレーシ ョ ン ] テキス ト  リ ンクをク リ ッ ク します。

6. [Default Authenticator] をク リ ッ ク します。

7. [一般 ] タブで、 以下を行います。

a. [名前 ] フ ィールドに TDOM1 を追加します。
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Tuxedo のコンフ ィグレーシ ョ ン
b. パスワードを入力し、 その有効性を検証します。

c. [適用 ] をク リ ッ ク します。

Tuxedo のコンフ ィグレーション

以下の手順に従って、 Tuxedo ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

1. PATH 環境変数には、 C コンパイ ラのパスが含まれている必要があ り ます。
set PATH を使用してそのこ とを調べ、 必要ならそのパスを追加します。 

2. インス トールされている  Tuxedo 環境から  simpapp サンプルをコピーし、
Tuxedo simpapp 作業ディ レク ト リ を作成します。

3. Tuxedo simpapp 作業ディ レク ト リに移動します。 

4. TUXDIR にある  setEnv.cmd を使って、 環境変数を設定します。 以下のパラ
メータを更新します。 

TUXDIR - TUXEDO ソフ ト ウェアのベース  ディ レク ト リ
APPDIR - サンプル プログラムのベース  ディ レク ト リ  

5. 以下のコマンドで、 ク ラ イアン ト をビルド します。 

buildclient -o simpcl -f simpcl.c
buildserver -o simpserv -f simpserv.c -s TOUPPER

6. SAMPLES_HOME\src\examples\wtc\atmi\simpapp ディ レク ト リ内の 
ubbdomain ファ イルと  dom1config ファ イルを  Tuxedo simpapp ディ レク ト
リにコピーします。 

7. SAMPLES_HOME\src\examples\wtc\atmi\simpserv ディ レク ト リ内の 
tolower.c ファ イルを  Tuxedo simpapp ディ レク ト リにコピーします。

8. Tuxedo 環境の ubbdomain を修正します。 これには、 APPDIR、 TUXCONFIG、

および TUXDIR のパス名の設定と、 マシン名の設定が必要にな り ます。 <…> 
の箇所をすべて、 実際の環境についての情報に置き換えます。 
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例 :

APPDIR="\home\me\simpapp"
TUXCONFIG="\home\me\simpapp\tuxconfig""
TUXDIR="\usr\tuxedo" 

9. 「tmloadcf -y ubbdomain」 とい う コマンドで、 ubbdomain ファ イルをロー
ド します。

10. Tuxedo 環境の dom1config を修正します。 ログ デバイスの作成と、 ネッ ト
ワーク  アドレスの更新が必要にな り ます。

例 :

DMTLOGDEV="d:\my_apps\tlog"
AUDITLOG="d:\my_apps\aud"
DMTLOGNAME="DMTLOG_TDOM1"
TDOM1 NWADDR="//TuxedoMachine:1234"
TDOM2 NWADDR="//WTCMachine:5678"

11.以下のコマンドで、 dom1config ファ イルをロード します。 

set BDMCONFIG=d:\mydomain\simpapp\bdmconfig
dmloadcf -y dom1config

12.以下のコマンドで、 tolower ク ラ イアン ト をビルド します。 

buildclient -v -f tolower.c -o tolower

13.以下のコマンドで、 Tuxedo ド メ インを起動します。 

tmboot -y

14. tmadmin psc コマンドを使って、 すべてのプロセスが起動済みかど うか確認
します。 以下のド メ イン  プロセスが起動されているはずです。 

� DMADM、 GWADM、 および GWTDOMAIN

� simpserv サーバから提供される TOUPPER サービス 

� GWTDOMAIN サーバから提供される  TOLOWER サービス  

サンプルの実行

各ク ライアン ト を実行して、 Tuxedo と  WebLogic Server との相互運用性を実際
に示します。
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サンプルの実行
WebLogic Server から  Tuxedo への相互運用性

SAMPLES_HOME\server\src\examples\wtc\atmi\simpapp ディ レク ト リ内の 
WebLogic Server ク ラ イアン ト を起動して、 TOUPPER EJB を呼び出し  Tuxedo 
TOUPPER サービスに接続します。 以下のコマンドを使用します。

run.cmd allcaps

Tuxedo サービスから  WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンに以下の応答が返され
ます。 

Returned string is: ALLCAPS

Tuxedo から  WebLogic Server への相互運用性

Tuxedo simpapp ディ レク ト リ内の tolower ク ラ イアン ト を実行して、 Tolower 
EJB を呼び出し、 その結果をク ライアン トに返します。 以下のコマンドを使用し
ます。

tolower ALLSMALL

WebLogic Server サービスから  Tuxedo ク ラ イアン トに以下の応答が返されます。

Returned string is: allsmall
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